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東通原子力発電所における津波に対する考え方について 

 

 

東通原子力発電所において想定される津波の水位は、過去に起きた津波や今後

想定される三陸沖地震，十勝沖地震による津波などから、発電所の敷地前面に

おける津波高さは標高７．５ｍ、発電所の敷地を遡上してくる津波は、敷地の

南側において最高で標高１１．２ｍまで達する可能性があると評価しています。

これに対して、発電所の敷地の高さは標高１０ｍとしており、津波が遡上して

くる南側には標高１２ｍの防潮堤を設置する計画としております。 

 

また、当社は、発電所の敷地を含む下北半島の沿岸で津波による堆積物の調

査を平成２２年度に実施しています。この中で、敷地内においては、過去の津

波により遡上して堆積した可能性のある砂の層が、標高８ｍ付近まで分布して

いることを確認していますが、標高１１ｍ付近に分布する地層内には確認され

ず、上記で評価している発電所の敷地を遡上してくる可能性がある津波高さ標

高１１．２ｍを超える場所で、津波による堆積物は確認されませんでした。 

 

当社は、今後も引き続き、地震や津波の情報を収集し、発電所の安全性を高

めるため、適切に対処してまいります。 
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現状の津波に対する考え方イメージ図 


